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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
春
の
市
長
就
任
以
来
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市
政
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
郷
土
の
偉
人
・
渡
辺
崋
山
先
生
の
「
眼
前
の
繰
廻
し
に
百
年

の
計
を
忘
す
る
勿
れ
」
の
訓
え
を
胸
に
刻
み
、
本
年
も
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
で
は
、
急
激
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少

が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
を
は
じ
め
と
し
た
国
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
特
性
に
即
し

た
施
策
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
重
点
施
策
と
し
て
、「
雇
用
の
創
出
・
就
労
促
進
」「
定
住
・

移
住
促
進
」「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
実
現
」「
地
域
の
魅
力
・
住
み
良
さ
の
向
上
」
の
４

つ
を
掲
げ
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
人
口
減
少
対
策
や
地
域
の
活
性
化
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
資
源
と
し
た
地
域
活
性
化
や
定
住
・
移

住
の
促
進
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
追
加
種
目
候
補
と
な
っ
た
サ
ー
フ
ィ
ン

に
つ
い
て
は
、
大
会
や
合
宿
の
誘
致
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
国
や
県
に
働
き
か
け

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
整
備
や
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
な
ど
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
た
め
、

機
構
改
革
を
実
施
し
ま
す
。

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
喜
び
に
満
ち
た
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

田
原
市
長
　
山
下
政
良

［写真］赤羽根ロコパーク

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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平
成
27
年
の
出
来
事
を
振
り
返
り

田
原
市

２０１５

ニ
ュ
ー
ス

10大

●伊良湖・堀切・和地の各小学校
が統合し、伊良湖岬小学校として
スタート（4/6）

　21 名の新入生を含む全校児童 178
名が、新たな歴史のページを刻み始
めた。新校歌は田原市ふるさと大使
のジャズサックス奏者太田剣さんが
作詞・作曲を担当し、話題に。

●統一地方選挙、新たな市政がス
タート

　田原市議会議員選挙は無投票で
18 名が当選（2/1）、  愛知県議会議
員選挙は山本浩史氏が再選（4/12）、 
2 期 8 年務めた鈴木克幸市長が退任、
田原市長選挙は「渥美半島を元気
に！」のスローガンを掲げた山下政
良氏が初当選（4/26）

●田原の新しいお買物のポイント
カードの名称が「たまぽカード」
に決定、サービス開始（11/1 ～）

　「たまるカード」と「まりんカード」の
加盟店が一丸となり統一。市内の 120
店舗で利用可能となり、平成 28 年４月
から市が行う事業への参加にもポイント
が加算されるサービスも開始予定。

●田原市コミュニティバス（ぐ
るりんバス）が再編、新ダイヤ・
新路線で運行開始（10/1 ～）

　地域ごとのニーズに応じた運
行ルート・ダイヤ・車両の大き
さ、バス停の個所などを、関係
校区との協議・調整により決定
し、運行がスタート。

●米国ジョージタウン市との
姉妹都市提携 25 周年を記念
し、相互訪問（9 月、10 月）

　平成 2 年 4 月に姉妹都市提携
調印。9 月にはジョージタウン
市長らが、10 月には田原市長ら
が相互訪問し、友好を深め絆を
次世代へとつなぐことを確認。

●８市町村で構成される「東
三河広域連合」が発足（1/30）

　それぞれの市町村で行ってい
る事務の共同処理を進めるほか、
単独の市町村では実施が困難な
連携事業や、国や県からの事務
権限の移譲に向けた取り組みを
推進する特別地方公共団体が発
足。

●南部・加治保育園を統合した稲
場保育園が開園（4/3）

　愛知県産木材をふんだんに使用し
た温かみのある園舎が竣工。生後 10
カ月からの乳児保育や午後 7 時まで
の延長保育をはじめ、乳幼児の育児
相談などを行う子育て支援センター
も併設し、充実した子育てサービス
を実施。

（
順
不
同
）

●市内すべての 24 時間営業
のコンビニエンスストアにＡ
ＥＤを設置（７月）

　事業者 6 社と設置協定を締
結。休日や夜間に必要な場合に
はいつでも使用でき、さらなる
救命率の向上が図られること
に。（現在は 27 の店舗に設置）

●国内最大級のメガソーラー
発電所が発電開始（３月）

　田原市臨海部に三菱商事㈱など
が手がけた 80.9 ＭＷの発電能力
を持つ「たはらソーラー第一・第
二発電所」が完成。再生可能エ
ネルギーの一大集積地の名を盤石
なものに。

●ニューイヤー駅伝でトヨタ自
動車が優勝（1/1）

　田原市ふるさと大使の佐藤敏
信監督率いるトヨタ自動車陸上
長距離部が４年ぶり２回目の優
勝。ニューイヤー駅伝の予選で
ある中部実業団対抗駅伝競走大
会でも優勝（11/15）し、連覇に
期待がかかる。
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見どころ満載！春を呼ぶ菜の花イベント！1/9 土～ 3/31 木「伊良湖菜の花ガーデン」にて開催

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

菜
の
花
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

❖
日
時
＝
１
月
９
日
土
午
前
10
時
～

❖
会
場
＝
道
の
駅
め
っ
く
ん
は
う
す

❖
内
容
＝
菜
の
花
料
理
＆
ス
イ
ー
ツ
の
お
披
露
目
会
、

菜
の
花
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
な
ど
。

キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
・
か
い
く
ん
も
菜
の
花
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
駆
け
つ
け
ま
す
！

菜
の
花
の
花
束
プ
レ
ゼ
ン
ト

❖
日
時
＝
１
月
９
日
土
午
前
10
時
～

❖
会
場
＝
道
の
駅
め
っ
く
ん
は
う
す

❖
内
容
＝
菜
の
花
の
花
束
を
50
束
無
料
配
布
し
ま
す
。

伊
良
湖
菜
の
花
ガ
ー
デ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

❖
期
間
＝
２
月
６
日
土
～
３
月
31
日
木

菜
の
花
イ
ベ
ン
ト

野
菜
や
ス
イ
ー
ツ
、
お
土
産
が
い
っ
ぱ
い
! !

❖
時
間
＝
期
間
中（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

❖
内
容
＝
菜
の
花
関
連
グ
ッ
ズ
販
売
用
の
テ
ン
ト
が
オ
ー
プ

ン
す
る
ほ
か
、
お
子
さ
ん
が
て
ん
と
う
虫
な
ど
に
か
わ
い

く
変
身
で
き
る
着
ぐ
る
み
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

菜
の
花
狩
り

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
お
土
産
に

❖
時
間
＝
期
間
中（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

❖
内
容
＝
５
本
１
０
０
円

※
土
日
祝
は
、
無
料
の
菜
の
花
狩
り
ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

ち
っ
ち
ゃ
い
茶
店
　
菜
の
花
や

春
の
味
わ
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

❖
時
間
＝
期
間
中（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
不
定
休

❖
内
容
＝
ホ
ク
ホ
ク
の
「
菜
の
花
コ
ロ
ッ
ケ
」
や
「
菜
の
花

ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
な
ど
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
菜
の
花

づ
く
し
の
販
売
で
す
。

　渥美半島では 1 月上旬から約1200 万本の菜の花が咲き
乱れ、 ひと足早く春の息吹を運んでくれます。
　メイン会場は、昨年に引き続き「伊良湖菜の花ガーデン」。
新年は、伊良湖菜の花ガーデンからスタートしてみませんか。

▶渥美半島観光ビューロー
　☎ 23 局 3516　 22 局 2026
　 http://www.taharakankou.gr.jp/
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❖応募方法
　専用フォームから必要事項を記入のうえ、
写真データを投稿してください。

❖応募期間
　１月9日土～３月１3日日
❖投票
　投稿された写真の中から「いいな」と思
うものに投票してください。投票は専用
フォームからお一人様1票が有効です。

❖投票締切
　投票締切＝３月18日金
❖審査方法
　投票数が多かった作品の
中から、優秀作品を10
点ほど選び決定します。

❖賞品
　渥美半島の特産品
※応募方法など詳細は市内観光施設にある
チラシをご覧ください。携
帯電話の場合は下記のＱＲ
コードから情報を確認する
ことができます。

ほのぼの写真コンテスト

な
っ
ち
の
お
店

渥
美
半
島
の
特
産
品
を
販
売

❖
日
時
＝
期
間
中（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分　

　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
4
時

❖
内
容
＝
大
粒
い
ち
ご
の
ち
ょ
っ
と
ぜ
い
た
く
な
「
い
ち

ご
大
福
」
や
採
れ
た
て
新
鮮
野
菜
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
お
土
産
に
ど
う
ぞ
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

❖
日
時
＝
２
月
13
日
土
午
前
10
時
～

❖
料
金
＝
大
人
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

「
La
花
ノ
た
み
」
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

❖
日
時
＝
３
月
６
日
日
午
後
1
時
～

菜
の
花
畑
de
コ
ン
サ
ー
ト

❖
日
時
＝
３
月
27
日
日
午
後
１
時
30
分
～

❖
演
奏
＝
田
原
市
吹
奏
楽
団

田原菜の花エコプロジェクト
感謝祭２０１６
今年度も保育園児・幼稚園児をはじめ、市民の
皆さんとともに菜の花の種をまきました。その
感謝の気持ちを込めて、満開の菜の花畑で感謝
祭を開催します。ぜひ遊びに来てください。

❖日時＝１月9日土午前11時～午後３時
❖場所＝加治町新田の菜の花畑（国道259号沿い）
❖内容＝田原菜の花エコ
プロジェクトの紹介、
田原産菜種油「たは
らっこ」の販売、田原
産菜種油で揚げたさつ
まいもスティックの試
食販売、食用菜の花（な
ばな）の試食販売など
※天候などにより内容を
変更する場合がありま
す。

❖主催＝田原市
	 	 特定非営利活動法人田原菜の花エコネットワーク
▶環境政策課 ☎23局7401

菜の花まつりオープニング同時開催 菜の花と一緒に思い出を写そう♪

ほのぼの写真コンテスト2015
作品をご紹介します！
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市内の花の温室をめぐるツアー花の超祭典は
花の生産者が企画した花いっぱいのイベント
田原市は菊をはじめ、バラやガーベラ、スイートピーなどの切花や多種多様な鉢物が生産されている、日本
トップクラスの生産地です。多くの花が栽培されていながら、市内を車で走っていても見えるのはガラス温
室やビニールハウスばかり…。「一体どこに日本一の花があるの？」と、観光客はもちろん、市民の皆さんも
そう思っているのではないでしょうか？
そこで、市内で生産されている花を集め、市民の皆さんや観光客の皆さんに渥美半島で生産されている
花を1輪でも多く知ってもらおうと有志生産者が立ち上がり、このイベントを企画しました。
渥美半島ならではの豊富な花々で会場を彩り、参加するみんなの笑顔も咲き誇るような「渥美半島 花の
超祭典」に、ぜひお越しください。

このイベントは、田原産の農水産物の需要拡大やブランド化を目指している「一般社団法人
みんなのたはら元気ネット」が提案し採択され、市民提案型委託事業として実施するものです。

フラワーマーケット
彩り豊かな花の直売

渥美半島で栽培された採れたての花々

をフラワービレッジ内で直売。

全国でも限られた花屋にしか並ばない

日本一と呼ばれる高品質な花や、雑誌

でしか目にできないような珍しい品種

など、イベント期間中に限り販売します。

巨大フラワーモニュメント
トリニタースドーム

渥美半島で生産されている約500種も

の花々を装飾した巨大竹ドームを展示。

ドームを外から眺めるもよし、ドームの

中に入って花々の様子を楽しむもよし。

楽しみ方はあなたしだいです。
フラワービレッジ
花とコラボしたグルメや
雑貨のお店が並ぶマルシェ

花とコラボした田原市の特産品やグル

メ＆スウィーツカフェ、雑貨など魅力的

なお店が並びます。

花の演出がプラスされることで、いつも

よりお花が身近に感じられるかも。
オープンハウス

市内の花の温室をめぐるツアー

晴天率の高い渥美半島でキラキラ輝く

ガラス温室の数々、太陽の日差しをたっ

ぷり浴びてすくすく育つ花々。

普段は一般公開していない、市内の花

の農場（温室）をめぐります。

フラワーアクティビティ
花の本場ならではのフラワー体験など

田原産の切花を使った「フラワーブー

ケ」と、根付きの植物で作る新感覚の

「ルーティブーケ」の２種類が体験で

きます。（生産者と花屋さんによるプ

ロの指導）

花の超祭典
http://www.hanachosai.com
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彩り豊かな花の直売

渥美半島で栽培された採れたての花々

をフラワービレッジ内で直売。

全国でも限られた花屋にしか並ばない

日本一と呼ばれる高品質な花や、雑誌

でしか目にできないような珍しい品種

など、イベント期間中に限り販売します。

巨大フラワーモニュメント
トリニタースドーム

渥美半島で生産されている約500種も

の花々を装飾した巨大竹ドームを展示。

ドームを外から眺めるもよし、ドームの

中に入って花々の様子を楽しむもよし。

楽しみ方はあなたしだいです。
フラワービレッジ
花とコラボしたグルメや
雑貨のお店が並ぶマルシェ

花とコラボした田原市の特産品やグル

メ＆スウィーツカフェ、雑貨など魅力的

なお店が並びます。

花の演出がプラスされることで、いつも

よりお花が身近に感じられるかも。
オープンハウス

市内の花の温室をめぐるツアー

晴天率の高い渥美半島でキラキラ輝く

ガラス温室の数々、太陽の日差しをたっ

ぷり浴びてすくすく育つ花々。

普段は一般公開していない、市内の花

の農場（温室）をめぐります。

フラワーアクティビティ
花の本場ならではのフラワー体験など

田原産の切花を使った「フラワーブー

ケ」と、根付きの植物で作る新感覚の

「ルーティブーケ」の２種類が体験で

きます。（生産者と花屋さんによるプ

ロの指導）

花の超祭典
http://www.hanachosai.com
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広
報
た
は
ら
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と一

緒
に
紙
面
づ
く
り
を
行
う
た
め
、投

稿
コ
ー
ナ
ー
を
拡
充
し
ま
す
。こ
れ
は
、紙

※

面

リ
ニュ
ー
ア
ル（
４
月
予
定
）に
合
わ
せ
て
行

う
も
の
で
、今
回
、先
行
し
て
テ
ー
マ
ご
と
に

投
稿
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

※
リ
ニュー
ア
ル
の
詳
細
は
３
月
号
に
掲
載
予
定

▪
募
集
テ
ー
マ

◉
み
ん
な
注
目
！

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。例
え
ば
…

・
長
年
続
け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
市
内
の
お
気
に
入
り
の
風
景

・
変
わ
っ
た
特
技
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

・
芸
術
作
品
、キ
ャ
ラ
弁　

な
ど
を
投

稿
し
ま
せ
ん
か
。（
営
利
活
動
は
不
可
）

　
【
内
容
】写
真
と
１
０
０
字
程
度
の
紹
介
文

◉
ご
き
げ
ん
ス
マ
イ
ル

発
行
月
に
生
ま
れ
た
１
～
３
歳
児
の
笑

顔
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。今
回
は
、４

月
生
ま
れ
の
子
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
内
容
】写
真
と
お
子
さ
ん
の
氏
名・誕
生

日・年
齢

◉
プ
ラ
ス（
ワ
ン
）フ
ァ
ミ
リ
ー

あ
な
た
の
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
の
写
真
を

投
稿
し
ま
せ
ん
か
。

　
【
内
容
】写
真
と
名
前
・
種
別
・
年
齢

【
応
募
方
法
】

　

テ
ー
マ・内
容
と
住
所・氏
名・年
齢・電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
郵

送
に
て
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で

掲
載
し
ま
す
。

※
写
真
は
デ
ー
タ
の
場
合
、Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
で

１・５
Ｍ
Ｂ
ま
で
。プ
リ
ン
ト
の
場
合
は
後
日
返

却
し
ま
す
。

▪
ご
意
見
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

広
報
た
は
ら
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
感

想
も
、メ
ー
ル・は
が
き
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。今
後
の
広
報
紙
作
成
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。住
所・氏
名・年
齢・電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
謝
礼

・
採
用
さ
れ
た
方
全
員

・
投
稿
お
よ
び
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22
局
０
１
３
８

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

koho@
city.tahara.aichi.jp

市政の話題

1
P

osting report

「
広
報
た
は
ら
」
笑
顔
あ
ふ
れ
る

投
稿
コ
ー
ナ
ー
を
拡
充

  個人番号カードの交付申請が始まっています。
　個人番号カードは、マイナンバーが記載された公的身分証明書です。さまざまな本人確認の
場面で利用できます。

▶市民課☎23局3511 ２３局4270

マイナンバー

【これから申請される方】
♠申請方法
通知カードと一緒に届いた交付申請書に必要事項を記入
し、同封の返信用封筒で郵送してください。スマートフォ
ンやご自宅のパソコンからも申請できます。

♠申請時の注意事項
申請に使用する顔写真は、正面・無帽・無背景で、６カ月以
内に撮影されたものに限ります。背景や影があるもの、不
鮮明なものなどは、
カードの交付ができ
ない場合があります
のでご注意ください。

【申請済みの方】
♠カードの受け取り
申請後、交付期間や交付場所をお知らせ
する「交付通知書」がご自宅に届きます。「交付通知書」が
お手元に届くまでお待ちください。

♠受け取り時の注意事項
・申請者ご本人が窓口へお越しいただく必要があります。
・「交付通知書」に記載の交付場所へ、記載された期限ま
でにお越しください。
◎交付場所　市民課、渥美支所、赤羽根市民センター

♠受け取り時に必要な持ち物
・交付通知書（はがき）・通知カード・本人確認書類（※）
・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
※本人確認書類は、下記のAから１点またはBから２点をお持ちください。
〔A〕運転免許証、旅券、住民基本台帳カード(写真付のもの)、身体障害者
手帳など
〔B〕健康保険証、年金手帳、介護保険証、社員証、学生証など
※１５歳未満の方または成年被後見人の方の申請の場合は、お問い合わ
せください。

▲個人番号カードの見本
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市政の話題

パブリックコメント手続制度に基づき、
次の案件について意見を募集します。
より良いまちづくりのため、皆さんのご
意見をお聞かせください。

▪意見提出方法
①公表場所へ持参②郵便（〒441-3492）
③ＦＡＸ④Ｅメール

住所、氏名、電話番号を明記のうえ、提出してください。
（個々のご意見には直接回答しません。）

▪計画案の公表場所
各案件の担当課、市役所情報広場、赤羽根市民セン
ター、渥美支所地域課、中央図書館、市ホームページ

（http://www.city.tahara.aichi.jp/）

 パブリックコメント
　  意見募集！

1田原市人口ビジョン案／田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略案
田原市は、長期的には総人口および若年女性人口ともに大幅な減少が予測されています。将来にわた
って活力を維持していくためには、人口減少を最小限に止める必要があります。成果を生みだすまで
に長い期間を要する人口減少対策と地域の活性化の取り組みを着実に推進するため、2040年までの
将来人口の姿を明らかにし、今後の取り組みの方向性を示すための「田原市人口ビジョン」、2015年度
～2019年度の目標や施策などを示す「田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定します。
担当課▶政策推進課☎23局3507  23局0669
　　　　 seisaku@city.tahara.aichi.jp

5田原市スポーツ推進計画案
いつでも、どこでも、誰でもスポーツに親しむことができる生涯スポ
ーツ社会の実現と、市民の健康増進およびスポーツによる地域
活性化を実現するため、市の方向性と実施事業を明らかにする

「田原市スポーツ推進計画」を策定します。
担当課▶スポーツ課☎23局3531  22局3811
　　　　 sports@city.tahara.aichi.jp

▶意見募集期間＝1月8日金～2月8日月

▶意見募集期間＝1月18日月～2月16日火
2第２期 田原市地域福祉計画
　（田原市地域福祉活動計画）案
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすため、さまざま
な生活課題を市民の皆さんや行政、社会福祉協議会など
で役割分担し、解決する仕組みづくりを行うための基本
的な方向を示した「田原市地域福祉計画」を改定します。
担当課▶地域福祉課☎23局3512  23局3545
　　　　 fukushi@city.tahara.aichi.jp

3田原市都市計画マスタープランの改定案
人口減少・少子高齢化社会の到来、地震津波災害への対応
など、社会情勢の変化に対応したまちづくりを進めるた
めに、「田原市都市計画マスタープラン」を改定します。
担当課▶街づくり推進課☎23局3535  22局3811
　　　　 machi@city.tahara.aichi.jp

4田原市街地まちづくりビジョン案
中・長期的な視点に立ち、田原市街地の将来像やまちづく
りの方向性、これらの実現に必要な施策を記載する「田原
市街地まちづくりビジョン」を策定します。
担当課▶街づくり推進課☎23局3535  22局3811
　　　　 machi@city.tahara.aichi.jp
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

11
月

月
12

▲見事な竿さばきで釣りゲームに興じる子どもたち

　

花
育
教
室
が
サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
、

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
、花
や

緑
を
通
し
、や
さ
し
さ
と
美
し
さ
を
感
じ
る
気
持
ち

を
育
む
た
め
に
行
って
い
ま
す
。参
加
者
は
講
師
の
方

の
指
導
を
受
け
、渥
美
半
島
産
の
花
を
使
っ
た
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
制
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

開
園
20
周
年
を
迎
え
た
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で

収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
、約
７
２
０
０
名
が
来
園
し
ま

し
た
。会
場
に
は
、友
好
都
市
の
長
野
県
阿
南
町
を

は
じ
め
、季
節
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
ブ
ー
ス
が
並

び
ま
し
た
。ま
た
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
餅
投
げ
な
ど
も

行
わ
れ
、終
日
多
く
の
来
園
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

花
で
育
て
よ
う

豊
か
な
心

11
月
29
日［
日
］

　

表
浜
自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
大
草
か

ら
久
美
原
ま
で
の
太
平
洋
岸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
浜
の
魅
力
と
海
岸
侵
食
の
現
状
を
伝
え
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。清
掃
活
動
の
ほ
か
、親
睦
会
場
の
大
草
海
岸

で
は
、地
元
自
慢
の
特
産
鍋
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
は
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

守
っ
て
い
き
た
い

表
浜
の
自
然
環
境

11
月
28
日［
土
］

11
月
29
日［
日
］

秋
の
恒
例
行
事

節
目
の
今
回
も
盛
況

▲盛り上がった初開催のビーチサンダル（靴）飛ばし大会の様子

▲花を通し、世代を超えたふれあいもできました
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

11
月

月
12

▲手順や分量を確認しながら、楽しそうに調理をする参加者

９
区
間
28
・
７
㎞
で
力
走
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。田
原
市
チ
ー
ム
は
序
盤
か
ら
上
位
で
レ
ー
ス

を
進
め
、見
事
に
５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。小

学
生
か
ら
一
般
ま
で
各
世
代
の
選
手
の
皆
さ
ん

は
、個
々
の
力
を
見
事
に
出
し
切
り
、伝
統
と
な
っ

た
上
位
入
賞
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
愛
・
地

球
博
記
念
公
園（
長
久
手
市
）で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。県
内
の
全
市
町
村
か
ら
54
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

総
合
力
み
せ
た
好
走

輝
く
5
位
入
賞

12
月
５
日［
土
］

　

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
が
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、小
学
生
と
そ
の
家
族
な
ど
20
名
が
参

加
し
ま
し
た
。使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
を
抑
え

な
が
ら
、な
る
べ
く
ご
み
を
出
さ
な
い
調
理
法
を
学

ぶ
こ
の
催
し
。渥
美
半
島
産
を
は
じ
め
と
す
る
食
材

を
使
用
し
、キ
ャ
ベ
ツ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
や
根

菜
ピ
ザ
な
ど
、ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い

５
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。参
加
者
は
、普
段
の
生
活

で
手
軽
に
で
き
る
省
エ
ネ
に
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、完
成
し
た
料
理
を
お
い
し
く
味
わ
い
、充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
に
や
さ
し
く

料
理
は
お
い
し
く

12
月
12
日［
土
］

▲区間賞を獲得した第６区の吉居駿恭選手（写真右）か
らたすきを受け継ぐ第７区の河合さおり選手（写真左）

▲昨年に続き見事に５位入賞を果たした田原市チームの皆さん

▲ゴールする最終第９区の尾田賢典選手
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庭
内
で
の
保
護
の
困
難
性
の
高
い
順
に
参
加

を
認
め
ま
す
。
場
合
に
よ
って
は
、
待
機
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
③
今
回
の
募
集

は
、
４
月
か
ら
年
間
を
通
し
て
利
用
を
希

望
す
る
児
童
の
募
集
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

夏
休
み
期
間
の
み
の
利
用
希
望
者
募
集
は
、

５
月
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
事
業
所

　

２
月
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
に
合
わ

せ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
事
務
室
な
ど

の
照
明
を
消
す
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
事
業
所
な
ど　

▼
内
容
＝

２
月
１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）
の
期
間

／
午
後
８
時
～
10
時
の
２
時
間
、
施
設
照

明
な
ど
を
消
灯　

▼
申
し
込
み
＝
環
境
政

策
課
に
あ
る
登
録
票
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
１
月
21
日
（
木
）
ま
で
に
直
接

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て
／
登
録
票
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　

▼
そ
の
他
＝
参
加
事
業
所
数
な
ど
の
実
施
状

況
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
て
公
表

▼
環
境
政
策
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

募
集

W
A
N
TED

平
成
28
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
・

放
課
後
子
ど
も
教
室 

参
加
者

▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
校
に
通
う
１
年
生

～
６
年
生
ま
で
の
児
童
（
児
童
ク
ラ
ブ
は

保
護
者
が
就
労
な
ど
の
理
由
で
昼
間
家
庭

に
い
な
い
児
童
）　

▼
申
し
込
み
＝
児
童
ク

ラ
ブ
は
２
月
15
日
（
月
）
ま
で
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
は
２
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、

小
学
校
、
保
育
園
な
ど
で
配
布
す
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
文
化
生

涯
学
習
課
ま
た
は
渥
美
支
所
市
民
生
活
課

へ
直
接
提
出　

▼
注
意
事
項
＝
①
期
限
を

過
ぎ
て
の
申
し
込
み
や
書
類
不
備
の
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
②
定
員
を
超

え
た
場
合
は
、
学
年
の
低
い
順
ま
た
は
家

愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
や
し
の
実
会
員
」

　
「
愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｐパ

ー

ト

Ａ
Ｒ
Ｔ

29
」
の
「
や
し
の
実

会
員
（
投
流
用
や
し

の
実
の
購
入
者
）」
を
募
集
し
ま
す
。
ご

購
入
い
た
だ
い
た
「
や
し
の
実
」
は
、
渥
美

半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
沖
縄
県
石
垣
島
沖

か
ら
投
流
し
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
国
内（
沖

縄
県
お
よ
び
九
州
の
島
し
ょ
以
外
）
で
発
見

さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
や
し
の
実
を
拾
っ
た

方
と
伊
良
湖
岬
で
対
面
す
る
イ
ベン
ト
「
や

し
の
実
対
面
式
」
に
抽
選
で
ご
招
待
し
ま

す
。

　

伊
良
湖
岬
が
舞
台
と
な
っ
た
島
崎
藤
村
の

叙
情
詩
「
椰や

し子
の
実
」
の
ロマ
ン
を
再
現
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
会
費
＝
２
０
０
０
円
（
や
し
の
実
１
個
の

権
利
）　
▼
投
流
日
＝
６
月
８
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
＝
４
月
６
日
（
水
）
ま
で
に
直

接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

は
が
き
の
場
合
は
、郵
便
番
号・住
所・氏
名・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）
／
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

tahara@
taharakankou.gr.jp

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22局0138
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平
成
28
年
度
学
校
施
設
開
放

利
用
団
体
の
登
録

　

平
成
28
年
度
に
小
・

中
学
校
体
育
施
設
を
利

用
す
る
団
体
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
登
録
し
て
い
た
団
体
も

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
10
名
以
上

の
グ
ル
ー
プ　

▼
開
放
施
設
＝
市
内
の
小
・

中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
、
武
道
場

▼
使
用
料
＝
【
体
育
館
・
武
道
場
】
１

団
体
１
時
間
１
０
０
円
【
東
部
中
学
校
ナ

イ
タ
ー
】
１
時
間
１
０
２
０
円
【
運
動
場
】

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た
は
田
原
・
赤
羽
根

文
化
会
館
、
渥
美
運
動
公
園
に
あ
る
登
録

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直

接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
登
録
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▪
学
校
施
設
開
放
利
用
団
体
説
明
会

　

登
録
団
体
の
責
任
者
ま
た
は
代
理
の
方

は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
中
旬
を
予
定
（
後
日
、
責

任
者
の
方
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
市
民
植
樹
会

　

田
原
市
中
央

公
園
に
お
い
て
、

市
民
が
愛
着
の

持
て
る
公
園
を

目
指
す
と
と
も
に
、市
民
参
加
に
よ
る「
市

民
の
森
づ
く
り
」
を
行
う
た
め
、
植
樹
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
の
方　

▼
日

時
＝
２
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～
／
雨

天
の
場
合
、
２
月
14
日
（
日
）
に
延
期

▼
場
所
＝
田
原
市
中
央
公
園　

▼
内
容
＝

事
業
説
明
、
植
樹
会
の
実
施
【
植
樹
す
る

樹
木
】
在
来
種
（
ス
ダ
ジ
イ
、
マ
テ
バ
シ

イ
な
ど
）　

▼
定
員
＝
１
５
０
名
（
先
着

順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
１
月
27
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
を
明
記
）　

▼
服
装
＝
動
き
や
す
く
、
作
業
の
で
き
る

も
の　

▼
そ
の
他
＝
参
加
者
全
員
に
ス

コ
ッ
プ
を
進
呈

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
４

22
局
３
８
１
１

田
原
市
地
域
医
療
・
介
護
を

考
え
る
講
演
会

　

田
原
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
在

講
座

course

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
日
時
＝
表
の
と
お
り

（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
場
所
＝

情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原

文
化
会
館
２
階
）　

▼
定
員
＝
各
５
名　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

１
０
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま

た
は
電
話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に

３
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

宅
医
療
・
介
護
の
普
及
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル　

▼
講
師
＝
丹
羽
治
男

氏
（
東
栄
町
国
民
健
康
保
険
東
栄
病
院　

病
院
長
）　

▼
定
員
＝
３
５
０
名
（
先
着

順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
１
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
た
は

ら
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
対
象

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE

■タブレット・パソコン教室
コース 日時

はじめてのiPad体験講座 2／7日9:30～11:30

iPadアプリ基本講座 2／7日13:30～15:30

iPadアプリ活用講座 2／14日13:30～15:30

Windowsタブレットと
Windows10講座 2／14日9:30～11:30

初心者のためのエクセル
2013

2／10水・12金・17水・19金
13:30～15:30

※タブレット：iPad Air、Surface Pro3
パソコンの環境：Surface Pro3（Windows10）
使用ソフト：Internet Explorer11、Excel2013
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▼
対
象
＝
県
内
の
中
小
企
業
事
業
主
、
人

事
労
務
担
当
者
、
勤
労
者
な
ど　

▼
日
時

＝
１
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分　

▼
場
所
＝
愛
知
県
東
三
河
総
合

庁
舎
（
２
階
大
会
議
室
）　

▼
内
容
＝
労

働
契
約
の
基
本
原
則
を
学
ぼ
う
！ 

労
務

ト
ラ
ブ
ル
に
無
縁
の
ホ
ワ
イ
ト
企
業
を
め

ざ
し
て　

▼
定
員
＝
60
名
（
申
込
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
１
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
事
業
所
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
愛
知
県
東
三
河
総
局
企
画
調
整
部
産
業

労
働
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
２
５
８
２

（
０
５
３
２
）54
局
７
２
３
９

生
活

LIFE

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　

あ
な
た
の
身
の
回
り
で
お
こ
る
事
件
を

解
決
へ
導
く
の
は
、「
す
ば
や
い
通
報
」

で
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
迷
わ
ず
、
落
ち
着

い
て
、
す
ぐ
に
緊
急
通
報
の
た
め
の
専
用

電
話
「
１
１
０
番
」
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
た
め
の

東
三
河
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

　

東
三
河
県
庁
で
は
、
東
京
圏
か
ら
の
学

生
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
企

業
訪
問
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
東
京
圏
の
大
学
や
短
大
、
専
門

学
校
に
在
学
中
で
こ
れ
か
ら
就
職
を
考
え

て
い
る
学
生　

▼
日
程
＝
２
月
16
日（
火
）

午
前
８
時
に
東
京
駅
集
合
、
午
後
５
時
30

分
ご
ろ
豊
橋
駅
解
散　

▼
内
容
＝
新
幹
線

で
豊
橋
駅
へ
移
動
、
豊
橋
駅
か
ら
バ
ス
で

東
三
河
地
域
の
企
業
を
数
社
訪
問　

▼
定

員
＝
40
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無

料
（
昼
食
付
／
東
京
駅
と
豊
橋
駅
間
の
新

幹
線
往
復
料
金
は
運
営
事
務
局
が
負
担
）

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
フ
ォ
ー
ム
に
て
【
申
し
込
み
先
】
東

三
河
地
域
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
運
営
事

務
局
（
㈱
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
）

☎（
０
５
３
２
）44
局
１
１
１
１

http://w
w

w
.tsc.co.jp/jinzai/jinzai_t2/ 

労
働
講
座

　

愛
知
県
で
は
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
を

は
じ
め
と
す
る
労
働
環
境
が
変
化
す
る
中

で
、
職
場
に
お
け
る
労
務
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
を
目
的
に
、
事
業
主
を
対
象
と
し

た
労
働
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

❖
す
ぐ
に
緊
急
通
報
を
し
て
ほ
し
い
事
例

◦
ド
ロ
ボ
ウ
に
入
ら
れ
た
、
ド
ロ
ボ
ウ

が
逃
げ
る
の
を
目
撃
し
た
。

◦
ひ
き
逃
げ
事
故
に
あ
っ
た
、
ひ
き
逃

げ
事
故
を
目
撃
し
た
。

◦
見
か
け
な
い
人
が
、
家
の
中
を
の
ぞ

い
て
い
る
。

　

携
帯
電
話
で
１
１
０
番
通
報
す
る
際

は
、
自
分
の
居
る
場
所
だ
け
で
な
く
、
建

物
や
地
形
な
ど
の
目
標
物
を
説
明
す
る

と
、
す
ば
や
い
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
を
要
さ
な
い
困
り
ご
と
相

談
・
要
望
・
苦
情
や
各
種
照
会
な
ど
に

つ
い
て
は
、
警
察
安
全
相
談
専
用
電
話

「
＃
９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
警
察
署
地
域
課
☎
23
局
０
１
１
０

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
が
不
要
に

農
業
委
員
会
委
員
の
公
選
制
の
廃
止

　

平
成
27
年
９
月
４
日
に
農
業
協
同
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員

の
公
選
制
（
選
挙
）
が
廃
止
さ
れ
、
市
長

に
よ
る
選
任
制
（
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
）
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
調
製
し
な
い

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
毎
年
１
月
に
行
っ

て
い
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
農
業
委
員
会
委
員
は
、

任
期
満
了
日
の
平
成
29
年
７
月
27
日
ま
で

在
任
し
ま
す
。

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９

22
局
３
８
１
７

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
若
者
就
職
支
援
相
談
」

　
「
就
活
の
仕
方
を

見
直
し
た
い
」「
自

分
に
ど
ん
な
仕
事
が

向
い
て
い
る
か
」
な

ど
、
就
職
や
働
く
こ

と
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
労
働
省
か
ら
の
受
託
事
業

▼
対
象
＝
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
者
と

そ
の
家
族　

▼
日
時
＝
毎
月
第
３
木
曜
日

／
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所
＝
田
原
市

地
域
職
業
相
談
室
（
道
の
駅　

田
原
め
っ

く
ん
は
う
す
２
階
）　

▼
相
談
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
当
日
受
付

（
予
約
優
先
）

▼
が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
田
原
地
域
担
当
）

☎（
０
５
３
３
）67
局
３
２
０
１
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父
子
家
庭
（
母
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

家
庭
を
含
む
）
の
父
お
よ
び
児
童
③
父

母
の
い
な
い
児
童

※
い
ず
れ
も
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
日
の

属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
。
父
母
の
所
得

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▪
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

◦
対
象

【
A
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
】

①
精
神
障
害
と
診
断
さ
れ
、
自
立
支
援

医
療
（
精
神
通
院
）
を
受
け
て
い
る
方

②
精
神
障
害
と
診
断
さ
れ
、
入
院
し
て

い
る
方
（
措
置
入
院
の
方
は
除
く
）

【
B
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

を
お
持
ち
の
方
】

◦
助
成
額

【
A
の
方
】
医
療
保
険
に
お
け
る
精
神
障

害
治
療
に
必
要
な
通
院
医
療
費
の
自
己

負
担
額
全
額
と
入
院
医
療
費
の
自
己
負

担
額
の
半
額

【
B
の
方
】
医
療
保
険
に
お
け
る
自
己
負

担
額
の
全
額

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー
Ｄデ

イ
Ａ
Ｙ

▼
対
象
＝
企
業
担
当
者　

▼
期
日
＝
２
月

２
日（
火
）　

▼
時
間
／
内
容
＝【
第
１
部
】

午
前
11
時
～
正
午
／
こ
ん
な
助
成
金
ご
存

知
で
す
か
？
～
高
齢
者
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
整
備
の
た
め
の
～
【
第
２
部
】
午

後
１
時
～
４
時
30
分
／
働
け
ま
す
！
精
神

障
害
者
～
精
神
障
害
者
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
～
※
１
部
の
み
、
２
部
の
み
の
受

講
可
能　

▼
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

（
６
階 

大
会
議
室
）　

▼
定
員
＝
80
名（
先

着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://aichi-hellow

ork.jsite.m
hlw

.
go.jp/list/toyohashi.htm

l

）
か
ら
出
席
希

望
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送

に
て

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所　

雇
用
指
導
官

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
７　

豊
橋
市
大
国

町
１
１
１
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
４

（
０
５
３
２
）52
局
７
１
５
９

【
縦
覧
】田
原
市
が
決
定
す
る

都
市
計
画
の
変
更
案

　

田
原
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
三
河

田
原
駅
周
辺
整
備
に
伴
う
道
路
な
ど
の
変

化
や
、
今
後
の
中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
に
対
応
す
る
た
め
、
以
下
の
３
つ

の
都
市
計
画
の
変
更
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
変
更
案
＝
①
用
途
地
域
の
変
更
【
対
象

医
療
費
の
助
成
制
度

　

田
原
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
助
成

◦
対
象
＝
後
記
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

【
障
害
者
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、
じ
ん

臓
機
能
障
害
４
級
、
進
行
性
筋
委
縮
症

４
～
６
級
②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定
③

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１・２
級

④
自
閉
症
状
群
（
診
断
書
が
必
要
）

【
ひ
と
り
暮
ら
し
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
①
単
身
で
生
活
を
営
ん
で
お
り
、
同

一
敷
地
内
に
親
族
が
住
ん
で
い
な
い
方
②

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方
③
親
族
か

ら
金
銭
的
援
助
を
受
け
て
い
な
い
方
④
親

族
の
税
の
扶
養
親
族
に
入
って
い
な
い
方

【
ね
た
き
り
・
認
知
症
】
介
護
保
険
の
要
介

護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
て
３

か
月
以
上
要
介
護
状
態
が
継
続
し
て
い

る
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

▪
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

◦
対
象

　

①
母
子
家
庭
（
父
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
家
庭
を
含
む
）
の
母
お
よ
び
児
童
②

地
域
】
萱
町
１
～
３
区
お
よ
び
新
町
地
内

②
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更

【
対
象
地
域
】
萱
町
１
～
３
区
お
よ
び
新
町

地
内
③
特
別
用
途
地
区
（
大
規
模
集
客
施

設
制
限
地
区
）の
変
更【
対
象
地
域
】萱
町
、

神
戸
町
、豊
島
町
、浦
町
、片
浜
町
、片
西
、

田
原
１
区
地
内　
▼
縦
覧
期
間
＝
１
月
15
日

（
金
）
～
１
月
29
日
（
金
）
／
市
役
所
執

務
時
間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
街
づ
く
り
推

進
課
（
北
庁
舎
２
階
）　
▼
そ
の
他
＝
縦
覧

期
間
満
了
の
日
ま
で
に
田
原
市
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５

22
局
３
８
１
１

寄
付

　

次
の
方
々
か
ら
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感

謝
し
ま
す
。

▼
11
月
25
日
、
ア
イ

ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン 

山
田
政
嗣
様
か
ら

小
学
校
の
教
育
振
興
の
た
め
、
書
籍 

季

節
誌
し
ず
く
別
冊
「
百
肖
」
18
冊
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
11
月
18
日
、
堀
米
茂
様
（
東
京
都
）
か

ら
金
２
万
円
。

▼
11
月
25
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
環
境

保
全
の
た
め
、
金
２
万
円
。
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個
人
住
民
税
の
給
与
天
引
き

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　

地
方
税
法
お
よ
び
田
原
市
市
税
条
例
の

規
定
に
よ
り
、
給
与
を
支
払
う
事
業
主
は
、

原
則
と
し
て
個
人
住
民
税
（
市
民
税
＋
県
民

税
）を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
三
河
８
市
町
村
で
は
特
別
徴
収
未
実

施
の
事
業
所
を
、平
成
28
年
５
月
か
ら『
特

別
徴
収
義
務
者
』
に
指
定
し
ま
す
。

　

ま
だ
、
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
切
り
替
え
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

▪
特
別
徴
収
の
し
く
み

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事
業
主

が
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
天
引
き
し
、
毎
月
の
納
期
ま
で

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
前
年

中
の
所
得
を
基
に
市
が
税
額
を
決
定
す
る

た
め
、
事
業
主
が
税
額
を
計
算
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
納
税
者
の
メ
リ
ッ
ト

　

特
別
徴
収
を
す
る
と
従
業
員
の
方
が
自

ら
金
融
機
関
へ
出
向
く
手
間
を
省
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
年
間
分
の
税
額

が
年
12
回
に
分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
た
め
、
１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

23
局
０
１
８
０

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『
ｅイ
ー

－
Ｔタ
ッ
ク
ス

ａ
ｘ
』（
電
子
申
告
）

を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

『
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
』で

国
税
の
申
告
・
納
税
が
簡
単
に

　
『
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
』
で
は
、
所
得
税
・
法

人
税
・
消
費
税
な
ど
の
国
税
の
申
告
お
よ

び
納
税
な
ど
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

◦
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◦
書
面
申
告
に
比
べ
、
還
付
金
処
理
が
早

く
な
り
ま
す
。（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）

▪
利
用
方
法

1
電
子
証
明
書
を
取
得
し
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

2
開
始
届
出
書
を
提
出
し
て
利
用
者
識
別

番
号
な
ど
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
提
出
が
で
き
ま
す
。

3
初
期
登
録（
電
子
証
明
書
の
登
録
な
ど
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w

.nta.go.jp

）

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

▪
住
宅
を
取
得
し
た
方

▼
対
象
＝
給
与
所
得
者
の
方
で
、
金
融
機

関
な
ど
か
ら
借
入
を
し
て
新
築
ま
た
は
中

古
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
（
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
れ
ば
、
所
得
税
の
税
額
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
添
付
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）　

▼
日
時
＝
２
月

１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）
／
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
／
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
税
務

署
（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

手
書
き
で
申
告
書
を

作
成
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

確
定
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
で
作
成
で
き

ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
額
な
ど
が
自
動
的

に
計
算
さ
れ
、
計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
に
当
た
っ
て

は
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
、
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
印

刷
し
て
所
轄
税
務
署
に
郵
送
な
ど
に
よ
り

税TA
X

所
得
税
の
還
付
申
告

（
平
成
27
年
分
）

▼
対
象
＝
給
与
所
得
の
み
の
方
で
医
療
費

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
、
中
途
退
職

者
な
ど
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
還
付
申
告
を
受
け
よ
う
と
す
る
方　

▼
受
付
期
間
＝
２
月
１
日
（
月
）
～
15
日

（
月
）
／
午
前
９
時
～
11
時
、
午
後
１
時

～
４
時　

▼
受
付
場
所
＝
税
務
課
（
南
庁

舎
２
階
）　

▼
そ
の
他
＝
２
月
16
日
（
火
）

～
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
は
市
内
各
確
定

申
告
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

23
局
０
１
８
０

確
定
申
告
相
談
会

▪
年
金
受
給
者
の
方

▼
対
象
＝
年
金
受
給
者
の
方
で
、
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
方

▼
日
時
＝
２
月
１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）

／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
／
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時　

▼
場
所

＝
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）
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広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

12/25金～12/31木
小川投手野球教室
あつみ料理コンテスト審査会

1/1金・祝 ～1/14木
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
渥美半島菜の花まつり　など

1/15金～1/28木
フラワーバレンタイン・花の超祭典ＰＲ
エコクッキング

1/29金～2/11木・祝
田原市成人式
田原市消防出初式

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/
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◉
１
月
23
日
土
・
24
日
日　

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
２
０
１
５

東
三
河
大
会

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
こ
ど
も
未
来
館
こ
こ
に
こ

内
容
▼
こ
ど
も
た
ち
へ
科
学
技
術
の
面
白

さ
を
伝
え
ま
す
。
楽
し
い
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
も
あ
り
ま
す
。
①
実
験
工
作
ブ
ー
ス

（
水
・
工
作
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ふ
し
ぎ
・

実
験
の
５
テ
ー
マ
29
ブ
ー
ス
）
②
サ
イ

エ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ 

③
特
別
出
展
・
実

演
（
人
の
生
活
を
支
え
る
技
科
大
ロ
ボ

ッ
ト
、
な
ど
）

参
加
料
▼
無
料

▼
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典　

東
三

河
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
中
部
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー　

科
学
技
術
普
及
部
内
）

☎（
０
５
２
）２
３
１
局
６
７
２
３

月
の
イ
ベ
ン
ト

2◉
２
月
７
日
日

田
原
市
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

時
間
▼
午
後
１
時
～

場
所
▼
田
原
市
総
合
体
育
館

チ
ー
ム
編
成
▼
【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】
小
学

５
～
６
年
生
）【
一
般
の
部
】
中
学
生

以
上
／
１
チ
ー
ム
４
名
以
上
６
名
以
内

（
男
女
混
合
が
望
ま
し
い
）

参
加
料
▼
無
料

月
の
イ
ベ
ン
ト

1◉
１
月
11
日
月
・
　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
を
救
え
10

－

椿つ
ば
き

椿ち
ん
ざ
ん山

の
日
記
か
ら

講
師
▼
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴
木
利
昌

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

申
し
込
み
▼
１
月
22
日（
金
）ま
で
に
①
ス

ポ
ー
ツ
課
②
田
原
文
化
会
館
③
赤
羽
根

文
化
会
館
④
渥
美
運
動
公
園
⑤
各
市
民

館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
①
～
⑤
に
提
出

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

◉
２
月
７
日
日

田
原
健
康
ふ
れ
あ
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

対
象
▼
健
康
な
方
（
高
校
生
以
下
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
）

時
間
▼
午
前
８
時
～
正
午

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
３
０
０
円

申
し
込
み
▼
１
月
22
日（
金
）ま
で
に
田
原

文
化
会
館
、渥
美
運
動
公
園
に
あ
る
申

込
用
紙
に

必
要
事
項

を
記
入
の

う
え
用
紙

配
布
先
に

提
出

▼
体
育
協
会
事
務
局（
田
原
文
化
会
館
内
）

☎
22
局
６
０
６
３

22
局
６
４
５
５

田原市の イ ベ ン ト

イベント名（市町村）
場所 期　日 問い合わせ

潮干狩り（蒲郡市）
市内海岸７カ所

3月中旬～
6月上旬　

蒲郡市観光商工課	
☎（0533）66局1120観光交流フェア

（蒲郡市）
蒲郡駅内観光案内所

3/27日

新城さくらまつり
（新城市）
桜淵公園

3月下旬～
4月中旬　

新城市観光協会
☎（0536)32局0022

津具花祭り（設楽町）
津具白鳥神社

1/2土 14：00
～ 3日 7：00

津具観光協会
☎（0536）83局2114

田峯田楽
田峰観音奉納歌舞伎

（設楽町）
谷高山高勝寺［田峰観音］

2/11木・
10：00～ 22：00

2/12金
11：00～ 19：00

設楽町観光協会
☎（0536)62局1000

花祭（東栄町）
古戸会館ほか

1/2土・9土
3/5土

東栄町経済課
☎（0536)76局1812

東三河８市町村の広報紙共同企画として、東三
河の観光イベントをご紹介します。

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54局1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

▲花祭（東栄町）
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◉
２
月
13
日
土　

パ
パ
マ
マ
普
通
救
命
講
習
会

イ
ク
メ
ン
・
イ
ク
ジ
イ
も
集
ま
れ
！

大
切
な
子
ど
も
の
た
め
に

正
し
い
応
急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
を

持
つ
家
庭
を

対
象
に
、
乳

児
・
小
児
の

心
肺
蘇
生
法

と
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い

な
ど
を
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

時
間
▼
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

定
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
２
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
・
託
児
の
有
無

を
明
記
）

託
児
▼
２
月
４
日
（
木
）
ま
で
に
申
し
込

み
そ
の
他
▼
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

／
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９

32
局
２
４
７
９

豊橋田原広域農業推進会議主催イベント

第１０回　豊橋田原食農教育推進フォーラム

もっと伝えたい！食と農の絆づくり
日時　1月17日(日)午前10時～午後3時　　
場所　こども未来館ここにこ
栗原心平さんのクッキングショー
あの人気テレビ番組「男子ごはん」でお
馴染みの栗原さんがトークを交えなが
ら、豊橋田原の農産物を使ったオリジナ
ルメニューを披露します。
▶時間＝午後1時～2時

野菜ソムリエによる「野菜を楽しもう！」
野菜のゲームが楽しめます。※同会場で「キッズ野菜ソム
リエ講座」も開催します。詳しくはホームページ（http://
www3.hp-ez.com/hp/melon/page14）にて

地産地消のミニクッキング
地元農産物を使った簡単ミニクッキング＆試食（協力：中部
ガス株式会社）
豊橋田原の農産物食品サンプルを作ろう！
野菜や果物の食品サンプルづくり（参加料＝500円）

フラワーアレンジメント体験
地元の花を使ったフラワーアレンジメント
づくり（参加料＝500円）
野菜クイズ＆ミニトマトすくい
健康づくり大作戦！
うずら卵ＰＲコーナー　など

親子収穫体験ツアー
日時　2月11日（木・祝）午前９時～午後１時
場所　ＪＡ豊橋トマト選果場、豊橋市内のトマト温室※
バス使用

集合・解散　①豊橋市役所もしくは②あぐりパーク食
彩村

内容　ＪＡ豊橋トマト選果場の見学、ミニトマトの収穫
体験

定員　親子30名（申込者多数の場合は抽選）
参加料　無料
申し込み　1月1８日（月）／（必着）までに、講座名・参
加者全員の住所・氏名・年齢・電話番号・希望の集合・
解散場所（①または②）を明記のうえ、はがきまたは
Ｅメールにて

◎申し込み・問い合わせ

豊橋田原広域農業推進会議事務局 （〒４４０－８５０１	住所不要　豊橋市農業企画課内）
☎（０５３２）51局２４６４ （０５３２）56局５１３０  info_nogyokikaku@city.toyohashi.lg.jp  http://www.toyohashi-tahara.jp/

▲栗原心平さん

※駐車場（有料）に限りがありますので、
公共交通機関をご利用ください。

親子花育バスツアー
旬の味覚と季節のフラワーアレンジ
日時　3月6日（日）午前９時～午後4時
場所　ＪＡ愛知みなみマムポートセンター（花き出荷場）、サン
テパルクたはらなど※バス使用

集合・解散　豊橋市役所
内容　マムポートセンターの見学、地産地消ランチバイキング、地
元の花でフラワーアレンジメント（親子で１つ作成）、ガーベラ狩り

定員　親子30名（申込者多数の場合は抽選）
参加料　中学生以上2,000円、小学生以下1,000円（昼食
代、花材代など）

申し込み　2月8日（月）／（必着）までに、講座名・参加者全員
の住所・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ、はがきまたはＥ
メールにて
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ン
Ｃ
な
ど
の
抗
酸
化
物
質
が
、
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
を
防
ぎ
、
動
脈

硬
化
の
予
防
に
効
果
的
で
す
。

◦
主
食
や
主
菜
の
食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ
、
た

ん
ぱ
く
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取

を
抑
制
し
ま
す
。

▪
野
菜
を
手
軽
に
取
り
入
れ
よ
う
！

　

生
野
菜
で
は
、
食
べ
れ
る
量
が
限
ら
れ

ま
す
。
野
菜
の
種
類
や
調
理
方
法
、
外
食

で
の
メ
ニ
ュ
ー
の
選
び
方
な
ど
、
意
識
し

て
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

◦
忙
し
い
朝
は
、
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
栄

養
を
補
い
ま
し
ょ
う
。

◦
生
野
菜
の
約
３
～
５

倍
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

煮
物
や
炒
め
物
に
し

て
、「
量
」
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◦
外
食
す
る
と
き
は
、
一
緒
に
サ
ラ
ダ
を

注
文
し
ま
し
ょ
う
。

◦
す
ぐ
に
使
用
で
き
る
冷
凍
野
菜
や
カ
ッ

ト
野
菜
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▪
野
菜
の
地
産
地
消
で
健
康
に

　

地
産
地
消
と
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た

も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
で
す
。
日

本
は
多
く
の
食
材
を
価
格
の
安
い
輸
入
品

に
頼
っ
て
い
ま
す
。食
糧
自
給
率
を
高
め
、

食
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
新
鮮
な
地

元
の
野
菜
を
食
卓
に
出
し
、
健
康
な
体
づ

く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

見
直
そ
う
！
野
菜
の
力

　

成
人
が
１
日
に
必
要
と
す
る
野
菜
の
摂

取
量
は
３
５
０
ｇ
【
野
菜
料
理
５
皿
（
小

鉢
）
に
相
当
】
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
平
成
24
年
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
愛
知
県
民

の
野
菜
摂
取
量
は
、
全
国
で
最
下
位
（
約

２
４
２
ｇ
）
で
し
た
。

　

全
国
有
数
の
農

業
地
帯
に
住
む
私

た
ち
。
身
近
に

あ
る
野
菜
が
健
康

に
良
い
こ
と
を
知

り
、
も
っ
と
食
べ

る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▪
体
を
健
康
に
す
る
野
菜
の
効
果

◦
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
や
食
後
の
血

糖
値
の
上
昇
を
抑
え
、
便
秘
予
防
に
も

効
果
的
で
す
。

◦
β
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　

月　日 当直医 電話番号

12月27日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
なかた歯科 ☎23局1162

12月29日（火） 森下歯科医院 ☎32局2700
12月30日（水） 仲谷歯科 ☎23局2327

12月31日（木） 
岡田医院 ☎37局0001
伊藤歯科医院 ☎22局1104

  1月  1日（金・祝）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

  1月  2日（土）
藤岡医院 ☎32局1515
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

  1月  3日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
かわい歯科 ☎24局0080

  1月10日（日）
昭和医院 ☎32局3749
すずき歯科 ☎23局0033

月　日 当直医 電話番号

1月11日（月・祝）
第２国見医院 ☎23局2302
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

1月17日（日）
朽名医院 ☎33局0162
なかた医院 ☎23局1162

1月24日（日）
富永医院 ☎23局1316
惣卜歯科医院 ☎45局2066

1月31日（日）

川瀬医院 ☎35局1511
きまた眼科 ☎23局1092
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
鈴木歯科医院 ☎32局0239

2月  7日（日）
永井医院 ☎22局0227
ふくい眼科 ☎22局5878
仲谷歯科 ☎23局2327

2月11日（木・祝）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
花井歯科医院 ☎23局1661

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション
事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
２月１０日（水）		9：50～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など２月１７日（水）		9：50～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
２月１２日（金）		9：30～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）２月			１日（月）		9：00～ 10：30 あつみライフランド
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図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

1月 ▼1日金　～4日月、8日金、12日火、18日月、
　　　25日月
2月 ▼1日月、8日月、12日金、15日月、22日月
　　　29日月

祝

●中央図書館
　一　般▶1月9日土～2月11日木　「我が建築に一片の
　　　　　　　　　　　　　　　　　悔いなし。」　　
　子ども▶1月9日土～2月11日木　「さるがきた」　

●赤羽根図書館
　一　般▶1月9日土～2月11日木　「病を知る」
　子ども▶1月9日土～2月11日木　「さるとなかまたち！」

●渥美図書館
　一　般▶1月9日土～2月11日木　「となりの住人」
　子ども▶1月9日土～2月11日木　「さるさるさる」

◎手作り教室  はばたく「鳥」を作ろう！

▼内容＝ゆらゆら、ぱたぱた、つばさが動く
モビールを作ろう！

▼開催日時＝2月14日日午前10時15分～

▼場所＝渥美図書館　会議室

▼対象＝小学生

▼定員＝10名程度（先着順）

▼申し込み＝１月16日土午前１０時～
渥美図書館へ直接または電話にて（本人または家族の方が
お申し込みください。）※初日の電話受付は１０時１５分～
▶渥美図書館☎33局1114

◎「今日からあなたも名探偵？親子で楽しむ
杉山亮さんトークライブ」
ミルキー杉山の「名探偵シリーズ」でおなじみ、児童文
学作家の杉山亮さんがやってくる！

▼内容＝【第１部】ものがたりライブ／子どもも大人も楽
しめる、おはなしのライブショー。【第2部】講演会「子ど
もとものがたりのいい関係」／保育士経験もある講師に
よる、子どもと読書についての講演。

▼開催日時＝2月21日日【第１部】午前10時30分～正
午【第2部】午後1時30分～３時

▼場所＝田原文化会館　多目的ホール

▼対象＝【第１部】子ども～大人向け【第2部】大人向け

▼定員＝各200名（先着順）

▼申し込み＝１月１９日火午前１０時～中央図書館へ直
接または電話、Ｅメール（参加を希望する部、氏名、電話
番号を明記）にて
▶中央図書館☎23局4946 tosho@city.tahara.aichi.jp

　さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナー
です。

Ｑ．「日本のまつり」をテーマにした読み聞かせ
をしたい。何かいい本はないか？

◎調べるキーワード
「まつり」児童書

A．読み聞かせに向く本
を選ぶために、児童書の
中から「まつり」というキー
ワードで検索しました。
出てきた本の中から、読み聞かせに適したものを
利用者の方と一緒に選びました。お話していく中
で、愛知県の祭の話も入れたいということでした
ので、児童郷土の棚から、奥三河で行われる花
祭の絵本『てーほへてほへ』を紹介しました。また、
『日本の祭り大図鑑１』には花祭について写真付
きで書かれています。

◎調べた本
『てーほへてほへ』野村たかあき / 作・絵	講談
社 E/ ﾉ『日本の祭り大図鑑	１』松尾恒一 /監修・
著	ミネルヴァ書房	386/ ﾏ　など

『いさましいちびのトースター』
トーマス	Ｍ．ディッシュ/著　浅倉久
志 /訳　早川書房　933.7/ ﾃﾞｲ

トースターってなんだか「生きている」
感じがしませんか？このトースター、
帰ってこないだんなさまを探して冒険
の旅に出ます！

『ゼロからトースターを作ってみた』
トーマス・トウェイツ/著　村井理子 /
訳　飛鳥新社　545.88/ ﾄ

パン焼き機を現代社会の消費文化の象徴
ととらえて、原材料の採掘や精錬からす
べて自力で、その作成に挑む、笑えて泣
けて考えさせられる作品。
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スポーツ課☎２３局3531

1

2

3

❶両手を腰にあてて、膝
立ちの姿勢をとる。

❷①の状態から、股関節
を広げて内ももを伸ば
す。

❸②の状態から、骨盤を
支点として、頭・肩・
腰の順番にひねる。

※①～③を数セット繰り
返す。

内もも伸ばしストレッチで

股関節を柔らかくしよう！

内ももは普段使わないので硬くなりやす
いところです。内ももから股関節を伸ばし
て、体幹を柔軟にしましょう！

88
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　「たはら健康マイレージ」って
どんな制度ですか？

　「たはら健康マイレージ」は、普段の生活
から健康づくりに取り組み、楽しみながら
健康を目指すためのポイント制度です。
健康課で配布しているチャレンジカードに
100ポイント以上貯めると田原市商工会ま
たは渥美商工会の商品券と交換できます。健
康づくりの目標を決めたり、健診を受診した
り、ポイント対象のイベントや講座に参加した
りするとポイントがもらえます。
今年度のポイントを貯める期間は、2月29日
（月）までです。お早目に！
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
▶健康課☎23局3515
http://www.city.tahara.aichi.jp/

詳しくは…
◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※図書館・緑が浜公園・子育て支援課にあります。

h t t p : / / w w w . c i t y . t a h a r a . a i c h i . j p / k o s o d a t e /
shussanikuji/1001098/1001099.html
田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童
　　　　　	（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～正午、午後1時～5時

1 月のお休み

◦

高校生による実験教室

◦

休日は、お父さんとゲーム

1月1日金 ～4日月、
12日火、18日月、25
日月

◉風邪やインフルエンザ
が流行する季節
です。手洗い・う
がいをきちんとし
ましょう。

【開放日】毎週月曜～金曜（祝日・お盆期間・年末年始を
除く）※	毎月	第3水曜の午後は、休館日です。
【時間】午前9時30分～正午、午後1時～3時30分
※毎日午前11時15分ごろから手遊び、絵本の
　読み聞かせなどがあります。
【対象者】未就園の児童とその保護者
【利用方法】予約不要（直接お越しください）

◆子育て講座（1月）◆
※詳しくは、各ルームにお問い合わせください。

◆ひまわりルーム◆
稲場保育園内☎23局0987
親子で音楽リズム

【日時】平成28年1月21日
（木）午前10時～11時
【場所】稲場保育園（遊戯室）
【講師】近並さつき・矢澤留美
◉お子さんと一緒に心地よ
い音楽を聞きながら、リズム
遊びを体験してみませんか。

◆なのはなルーム◆
伊良湖岬保育園内☎38局0760
絵本の読み聞かせ

【日時】平成28年1月25日
（月）午前10時30分～11時
【場所】なのはなルーム
【講師】くぬぎの会
◉いつもとちょっと違った
絵本の読み聞かせや手遊び
などをします。
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●人身17件（213件）
●負傷18人（269人）
●死亡0人（2人）
●物損109件（1376件）

●火災1件（19件）
●救急160件（2189件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗3件（21件）
●乗物盗1件（41件）
●非侵入盗4件　（118件）

※（　）内の数字は平成27年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

 11月

の今月　納税・使用料

1

市県民税
（第４期分）

後期高齢者医療保険料
（第７期分）

下水道事業受益者負担料
（第４期分・第２期分[渥美]）

農業集落排水事業分担金
（第４期分・第２期分[渥美]）

2月 1日納期限 月

◉「交通安全観音供養」 　

　１１月２４日（ 火 ）
２６日（木）、市内に
建てられている交通
安全観音の供養が
行われました。交通
安全観音は、田原
警察署前、JA 愛知
みなみ赤羽根支店
前、田原市消防署渥美分署前にそれぞれ建てられ、
市内交通事故者を供養すると共に、交通安全を見守
る役目を担っており、毎年関係者が集まり法要があげら
れています。市内の交通死亡事故は、昨年に比べ減
少しています。あわただしい年末に向け、そして迎える
新年において、これ以上の交通事故が起こらないこと
を祈り、参加者は仏像に手を合わせていました。

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

11
月
29
日（
日
）、開
園
20
周
年
を
迎

え
た
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
○
○
○

○
○
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
公
的

身
分
証
明
書
で
あ
る
個
人
番
号
○
○
○

の
交
付
申
請
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

３　

１
月
９
日（
土
）か
ら
、渥
美
半
島
に

春
を
告
げ
る
渥
美
半
島
菜
の
花
○
○
○

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

４　

２
月
７
日（
日
）、田
原
市
総
合
体
育

館
で
、田
原
市
キ
ン
ボ
ー
ル
○
○
○
○

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
１
月
20
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
12
月
号
の
答
え
】
こ
が
ら
し
（
応
募
総

数
49
通
中
、
正
解
49
通
、
当
選
者
の
方
の

み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。）
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
寒い季節になりました。水道管の凍結に注意しましょう。

［水資源機構調べ］

［田原市調べ］

94.2%

平成17～26年の
過去10年間の平均貯水率

平成27年の貯水率

一人ひとり三河湾のためにできることを考え、実行してみましょう。
●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H17 H18 H19 H21H20 H22 H23 H24 H25 H26
（年度）

三河港大橋
（環境基準◎8㎎/ℓ以下）
馬草湾沖
（環境基準◎2㎎/ℓ以下）
渥美火力放水口
（環境基準◎2㎎/ℓ以下）

2

1

4

3
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靴の形、布の様子を一つ
一つじっくり見て描けま
したね。言葉からも感謝
の気持ちが伝わります。

評 評 ６年間通った思い出の校
舎。時間をかけて下書き
から色塗りまで丁寧に仕
上げることができました。

評 評 ユニークな福笑いができましたね。顔の貼り
絵も熱心に取り組むことができました。

水彩画 水彩画

田原南部小学校6年

菊池美空さん

おばあちゃんの家のお餅つ
きを思い出して作ったよ。

 

第一保育園

小久保斗惺くん（5歳）

お友達と笑いながら作って、
楽しかったよ。

第一保育園

石川結菜ちゃん（6歳）

いえ　　　　 もち

おも　　  だ　　　　　つく

  とも だち　　わら　　　　　　　　 つく
　　　

　たの

田原南部小学校4年

大場麻由希さん
み　  そらま　　ゆ　　き

とう　 せいゆ　　 な

小野
宏子
先生

え　　　ねっしん　　　と　　　く
本物の餅つきを経験しているだけあって、形
を整えるのがとても上手でしたね。

ほん もの　　 もち　　　　　　　けい けん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたち

 ととの　　　　　　　　　　　　　　じょう ず

ふくわら　　　　　　　　　　　　　　　　　　かお　　　は

本誌は再生紙を使用しています。

64,128人　総人口

32,389人　男性

31,739人　女性

22,028世帯世帯数

37人出生 59人死亡

151人転入 128人転出

1人増減

（平成27年3月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１91.12km 2

（平成27年12月1日現在）

※増減は11月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
農
家
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
昔
か
ら

作
っ
て
き
た
お
雑

煮
は
、ニ
ン
ジ
ン

や
大
根
な
ど
で
紅

白
の
彩
り
を
添
え
た
優
し
い
味
の
お

雑
煮
で
す
。昔
の
人
々
は
、大
み
そ
か

の
夜
に
家
族
全
員
が
揃
い
、家
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、一
年
を
振
り
返
り
、

健
康
に
暮
ら
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

し
た
。そ
し
て
、元
旦
に
は
、新
年
の

あ
い
さ
つ
を
し
、お
雑
煮
を
頂
き
な

が
ら
一
年
の
計
画
を
話
し
た
そ
う
で

す
。大
み
そ
か
、テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

ら
年
が
明
け
て
い
た
な
ん
て
こ
と
も

あ
る
現
代
で
す
が
、遠
く
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が

ら
、家
族
で
一
年
を
振
り
返
り
、新
し

い
年
の
目
標
を
立
て
て
み
る
の
も
い

い
で
す
ね
。（
Ｏ
）

▼
変
わ
ら
な
い
毎
日
を
過
ご
す
こ
と

の
尊
さ
。平
凡
な
日
常
で
も
、健
康
で

あ
る
こ
と
、平
和
で
あ
る
こ
と
。そ
ん

な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
Ｍ
）

【
表
紙
の
写
真
】親
子
で
お
雑
煮（
レ
シ
ピ
：
渥
美
の

味
と
技
／
渥
美
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
発
行
）
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年
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日

号
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発
行
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田

原
市

役
所

政
策

推
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部
広
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書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）
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メ
ー

ル
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city.tahara.aichi.jp
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